
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

0.21 0.13平均値 37.62 41.79 43.44 48.09 50.93平均値 57.35 57.93 58.88 59.48 60.09

全体総括

　経営の健全性・効率性に関する指標が示すとお
り、現在の経営状況は概ね良好です。しかし、産業
構造の変化等により契約水量は微減傾向にあるた
め、工業用水道料金収入は今後減少していくと見込
まれており、経営は厳しいものになっていくことが
想定されます。
  さらに、給水開始から50年以上経過し、施設の老
朽化が進んでいることから、今後多額の更新事業費
が必要になることが見込まれます。
　このような状況の中、計画的に施設の更新・耐震
化を進めるとともに、適切な企業債の活用や国庫補
助金など更新事業費の財源確保に努め、将来にわ
たって安定給水ができるよう、工業用水道事業の基
盤強化を図っていきます。
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2. 老朽化の状況
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2. 老朽化の状況について

 ①有形固定資産減価償却率は、類似団体平均値を
下回っていますが、今後は施設等の老朽化が進んで
いく見込みです。
 
 ②管路経年化率は、類似団体平均値と同水準にあ
り、管路の老朽化が進んでいます。今後も法定耐用
年数を迎える管路が増えていく見込みです。
　
 ③管路更新率は、類似団体平均値を上回っていま
す。中期経営計画に基づき老朽管の更新に取り組ん
でおり、元年度は1.1kmの更新を行いました。
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分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　令和元年度は、平成28年度から令和元年度までを事業
計画期間とした「中期経営計画」の最終年度として、計
画に掲げた事業を概ね着実に実施しました。

　①経常収支比率は135％で、単年度の収支は黒字となっ
ています。

　③流動比率は404％で、短期的な債務に対する支払い能
力は有しています。

  ④企業債残高対給水収益比率は、企業債残高の縮減を
図ってきたことで類似団体平均値を下回っています。今
後も経営指標等に留意しながら残高管理を行っていきま
す。

  ⑤料金回収率は138％で、料金収入のみで給水に係る費
用を賄うことができています。
 
　⑥給水原価は、類似団体平均値を上回っており、今後
も経営効率化に努めていきます。

  ⑦施設利用率は、類似団体平均値を下回っています
が、近年は30％以上で推移しています。
 
　⑧契約率は、類似団体平均値を下回っていますが、近
年は70％以上で推移しています。今後も新たなユーザー
企業の獲得に向けた取組を進めていきます。

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 144.87 149.44 139.15 143.05

- 84.0 67 256,200 自治体職員 【】

■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

法適用 工業用水道事業 362,000 大規模 1 110,197

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

経営比較分析表／団体全体（令和元年度決算）
神奈川県　横浜市

【事業概要】
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①有形固定資産減価償却率(％)
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⑥給水原価(円)
【18.60】
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⑧契約率(％)
【77.39】
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